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地
方
議
会

議
員
の
な
り

手
不
足
問
題

厚生年金への地方議会議員の加入

が
深
刻
化
す
る
中
、
本
会
で

は
こ
れ
ま
で
、
全
国
都
道
府

県
議
会
議
長
会
及
び
全
国

意見書等
可決件数

当
日
は
、来
賓
と
し
て
出
席

し
た
高
橋
克
法
総
務
副
大
臣

の
あ
い
さ
つ
の
後
、総
務
省
の

原
邦
彰
事
務
次
官
が「
持
続
可

能
な
地
方
行
財
政
の
あ
り
方
」

と
題
し
て
講
演
し
た
。

会
議
で
は
令
和
8
年
度
各

会
計
予
算
、令
和
８
年
度「
上

下
水
道
の
老
朽
化
・
防
災
対

策
に
関
す
る
特
別
委
員
会
」

設
置
要
綱
を
決
定
し
た
。

こ
の
ほ
か
1
月
19
日
に
開

催
さ
れ
た
第
34
次
地
方
制
度

調
査
会
第
1
回
総
会
の
審
議

状
況
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

本
会
（
会
長
＝
丸
子
善
弘
山
形
市
議
会
議
長
）
は
2
月
4
日
、
東
京
・
都
市
セ
ン
タ
ー
ホ

テ
ル
で
第
２
４
３
回
理
事
会
・
第
１
２
１
回
評
議
員
会
合
同
会
議
を
開
催
し
、
令
和
8
年
度

各
会
計
予
算
案
、
令
和
８
年
度
「
上
下
水
道
の
老
朽
化・防
災
対
策
に
関
す
る
特
別
委
員
会
」

設
置
要
綱
（
案
）
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
た
。

令
和
８
年
度
本
会
予
算
可
決

設
置
要
綱
決
定

丸子会長（山形市）

同
調
査
会

に
は
、
高
市

早
苗
首
相
か

ら
▽
国
・
都

道
府
県
・
市

町
村
間
の
役

割
分
担
▽
大

都
市
地
域
に

お
け
る
行
政

体
制
そ
の
他

の
必
要
な
地

方
制
度
の
在
り
方
―
に
つ
い

て
調
査
審
議
を
求
め
る
と
の

諮
問
が
な
さ
れ
て
お
り
、
本

会
か
ら
委
員
と
し
て
出
席
し

た
丸
子
会
長
は
、
広
域
連
携

に
よ
る
多
極
分
散
型
社
会
の

確
立
な
ど
3
点
（
右
掲
）
に

つ
い
て
意
見
を
述
べ
て
い
る
。

同
調
査
会
で
は
今
後
、
学

識
経
験
者
18
名
で
構
成
さ
れ

る
専
門
小
委
員
会
で
調
査
審

議
を
行
い
、
進
捗
に
応
じ
て

総
会
が
開
催
さ
れ
る
見
込

み
。

評議員会
第　　回121121

理 事 会
第　　回243243

７ 割 台 に７ 割 台 に

て
は
、
平
成
25
年
11
月
か
ら

要
望
項
目
と
し
て
掲
げ
て
政

府
、
関
係
国
会
議
員
へ
の
要

望
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

一
方
、
全
国
の
地
方
議
会

で
は
、
厚
生
年
金
へ
の
地
方

議
会
議
員
の
加
入
を
求
め
る

市
区
議
会
の
声
が
高
ま
っ
て

お
り
、
令
和
5
年
3
月
か
ら

新
た
に
１
９
４
の
市
区
議
会

が
同
趣
旨
の
意
見
書
等
を
可

決
。
令
和
7
年
12
月
24
日
現

在
、
８
１
５
市
区
中
５
７
１

市
区
議
会
で
意
見
書
等
が
可

決
さ
れ
、
そ
の
採
択
率
は

70・1
％
に
達
し
て
い
る
。

丸
子
会
長
は
、
会
議
の
席

上
、
採
択
に
向
け
て
尽
力
さ

れ
た
関
係
各
位
に
対
し
て
御

礼
の
意
を
述
べ
る
と
と
も

に
、
意
見
書
等
の
未
採
択
市

区
議
会
へ
の
採
択
の
要
請
、

地
元
選
出
国
会
議
員
へ
の
要

請
に
つ
い
て
引
き
続
き
協
力

を
呼
び
か
け
た
。

町
村
議
会
議
長
会
と
と
も

に
、
立
候
補
に
伴
う
企
業
等

に
よ
る
休
暇
の
保
障
や
厚
生

年
金
へ
の
地
方

議
会
議
員
の
加

入
な
ど
、
立
候

補
環
境
改
善
に

向
け
た
法
整
備

を
求
め
て
き
て

お
り
、
中
で
も

厚
生
年
金
へ
の

地
方
議
会
議
員

の
加
入
に
つ
い

令
5・3

令
5・6

令
5・12

令
6・12

令
7・6

令
5・10

令
6・3

令
6・10

令
7・3

令
7・10

令
7・12

令
6・6

都道府県議会
37道府県（78.7％）
町村議会
725町村（78.3％）

397

422

528
547

556

380

令和5年3月から
194市区議会が
意見書等を可決

意見書等の可決状況
本会に報告があった
意見書等の集計

（令和7年12月24日現在）
571市区議会(70.1％）

377
(46.3％)

456

493

382

567
571

高橋総務副大臣

地方制度調査会における丸子会長発言要旨
▽広域連携による多極分散型社会の確立

について、既に自治体が行っている広
域連携の取組を踏まえた議論を行うこと

▽大都市制度のあり方について、道府
県から指定都市への権限・財源の積
極的な移譲や特別市制度の法制化
など、地域の特性に応じた多様な大
都市制度に向けて検討を行うとともに、
持続可能な行政サービス提供のため、
大都市と周辺市町村との連携につい
て議論を行うこと

▽地方議会議員のなり手不足について
議員に立候補しやすい環境を整える
ため、立候補に伴う休暇制度、労働
法制の見直し、厚生年金への加入な
どが必要であること

上
下
水
道
の
老
朽
化
・
防
災
対
策
特
別
委 
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国
に
対
す
る

要
望
で
は
、
各

地
震
防
災
特
別

法
に
基
づ
く
地

震
防
災
対
策
推

進
基
本
計
画
等

を
着
実
に
推
進

す
る
と
と
も
に
、

同
計
画
等
に
基

づ
き
対
策
を
進

め
る
地
方
自
治

体
に
対
し
て
、
十
分
な
技
術

的
及
び
財
政
支
援
を
講
じ
る

よ
う
求
め
て
い
る
。
あ
わ
せ

て
、災
害
の
被
害
を
最
小
限
に

す
る
た
め
、「
自
助
」「
共
助
」

の
徹
底
が
重
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
、被
害
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
の
映
像
等
を
活
用
し
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
テ
レ
ビ
広

告
等
の
様
々
な
媒
体
を
通
じ

た
国
民
へ
の
周
知・啓
発
活
動

令
和
7
年
度
「
大
規
模
地

震
に
備
え
た
防
災
ま
ち
づ
く

り
の
推
進
に
関
す
る
特
別
委

員
会
」（
委
員
長
＝
永
山
宏

恵
い
わ
き
市
議
会
議
長
）
は

2
月
2
日
、
全
国
都
市
会
館

で
第
3
回
委
員
会
を
開
催

し
、「
大
規
模
地
震
に
備
え

た
防
災
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
に
関
す
る
要
望
・
提
言
」

を
決
定
し
た
。

近
年
、
阪
神
・
淡
路
大
震

災
や
東
日
本
大
震
災
、
熊
本

地
震
、
能
登
半
島
地
震
な
ど

大
規
模
地
震
が
相
次
ぎ
、
各

地
で
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
、

首
都
直
下
地
震
や
南
海
ト
ラ

フ
巨
大
地
震
に
つ
い
て
は
、
今

後
30
年
以
内

に
60
～
90
％

程
度
以
上
の

高
い
確
率
で

発
生
が
予
測

さ
れ
る
な
ど
、

全
国
各
地
で

大
規
模
地
震

の
切
迫
性
が

指
摘
さ
れ
て

い
る
。

こ
う
し
た

状
況
を
受
け
、

国
は
近
年
の

災
害
の
教
訓

を
踏
ま
え
、

法
制
度
の
整
備
や
予
算
措
置

を
通
じ
て
地
震・津
波
対
策
を

総
合
的
に
進
め
て
お
り
、
地

方
自
治
体
に
お
い
て
も
、
地

域
の
実
情
に
応
じ
た
防
災
対

策
の
強
化
が
図
ら
れ
て
い
る
。

同
委
員
会
で
は
、委
員
市
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
ほ
か
、い
わ

き
市
、豊
橋
市
に
お
け
る
現
地

永山委員長
（いわき市）

【要望参加者】永山宏恵委員長（いわき市）、小原昌子副委員長
（豊橋市）、野口修一副委員長（宇土市）

【要望先】あかま二郎内閣府特命担当大臣（防災 海洋政策）、
廣瀬昌由国土交通省技監、服部卓也国土交通省都
市局大臣官房技術審議官

の
強
化
を
求
め
て
い
る
。
ま

た
、災
害
時
の
被
災
自
治
体
職

員
の
負
担
が
過
大
と
な
っ
て

い
る
現
状
を
踏
ま
え
、国
の
主

導
に
よ
り
都
道
府
県・市
区
町

村
の
役
割
分
担
の
見
直
し
の

検
討
、関
東
か
ら
九
州
ま
で
被

災
の
可
能
性
が
あ
る
南
海
ト

ラ
フ
地
震
に
対
応
す
る
た
め
、

広
域
的
な
応
援・支
援
体
制
の

構
築
を
求
め
て
い
る
。
さ
ら

に
、復
興
事
前
準
備
の
推
進
強

化
を
図
り
、地
方
自
治
体
が
策

定
す
る
事
前
復
興
ま
ち
づ
く

り
計
画
へ
の
人
的
及
び
財
政

支
援
の
強
化
を
求
め
て
い
る
。

激
甚
災
害
制
度
に
つ
い
て

は
、
原
形
復
旧
を
原
則
と
す

る
現
行
の
運
用
を
見
直
し
、

地
域
の
持
続
可
能
性
を
見
据

え
た
復
興
が
可
能
と
な
る
制

度
運
用
を
求
め
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
避
難
や
仮
設

住
宅
の
在
り
方
を
柔
軟
に
示

す
応
急
対
応
モ
デ
ル
の
提

示
、
令
和
６
年
能
登
半
島
地

震
で
導
入
さ
れ
た
「
2
次
避

難
（
被
災
地
外
へ
の
避
難
）」

「
1・5
次
避
難
」
な
ど
、
被

防
災
・
減
災
対
策
の
着
実
な
推
進
を

大
規
模
地
震
に
備
え
た

大
規
模
地
震
に
備
え
た
防
災
ま
ち
づ
く
り
特
別
委

地
方
自
治
体

に
対
す
る
支
援

措
置
で
は
、
ま

ず
、
令
和
6
年

能
登
半
島
地
震

等
の
近
年
の
災

害
を
踏
ま
え
た

防
災
・
減
災
対

策
強
化
へ
の
支

援
と
し
て
、
住

宅
や
建
築
物
の

耐
震
化
促
進
に
向
け
、
耐
震

診
断
や
改
修
へ
の
財
政
支
援

を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
高

齢
者
の
単
身
世
帯
な
ど
、
自

力
で
の
耐
震
化
が
困
難
な

ケ
ー
ス
へ
の
支
援
策
の
提
示

を
求
め
て
い
る
。

津
波
対
策
で
は
、
防
潮
堤

な
ど
の
海
岸
保
全
施
設
や
避

難
場
所
・
避
難
経
路
整
備
へ

の
技
術
的
・
財
政
支
援
の
拡

充
を
、
液
状
化
対
策
に
つ
い

て
は
、
国
に
よ
る
実
証
実
験

や
工
法
の
推
進
を
通
じ
た
支

援
強
化
を
求
め
て
い
る
。

地
震
に
よ
る
火
災
防
止
対

策
で
は
、
地
震
を
感
知
す
る

あかま内閣府特命担当大臣（防災担当）（右から2人目）に要望

調
査
、有
識
者
等
と
の
意
見
交

換
な
ど
、1
年
間
の
活
動
を
踏

ま
え
、国
に
対
す
る
同
対
策
の

強
化
と
地
方
自
治
体
等
へ
の

支
援
措
置
の
拡
充
等
な
ど
を

盛
り
込
ん
だ
要
望
事
項
及
び

地
方
自
治
体
等
に
対
す
る
提

言
を
取
り
ま
と
め
た
（
全
文

は
本
会
ウ
ェ
ブ 

）。

当
日
は
、
名
古
屋
大
学
名

誉
教
授
、
あ
い
ち
・
な
ご
や

強
靱
化
共
創
セ
ン
タ
ー
長
の

福
和
伸
夫
氏
が
「
大
規
模
地

震
に
備
え
た
防
災
ま
ち
づ
く

り
の
推
進
に
つ
い
て
」
と
題

し
て
講
演
し
た
。

委
員
会
終
了
後
、
正
副
委

員
長
は
、
あ
か
ま
二
郎
内
閣

府
特
命
担
当
大
臣
（
防
災・海

洋
政
策
）、
政
府
・
関
係
国
会

議
員
に
要
望
活
動
を
行
っ
た
。

福和名古屋大学
名誉教授

災
地
の
福
祉
施
設
も
含
め
た

避
難
の
在
り
方
の
検
討
や
企

業
の
事
業
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ

Ｐ
）
策
定
を
推
進
し
、
特
に

中
小
・
零
細
企
業
を
対
象
に

し
た
策
定
支
援
の
強
化
を
求

め
て
い
る
。

国に対する要望
大規模地震に備えた大規模地震に備えた

対策等の充実強化対策等の充実強化

地方自治体等に対する支援措置
住宅・建築物の耐震化促進住宅・建築物の耐震化促進

財政支援の強化を財政支援の強化を

https://www.si-gichokai.jp/request/request-iin/toshimondai/index.html
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と
自
動
的
に
ブ
レ
ー
カ
ー
を

落
と
し
て
通
電
火
災
を
防
ぐ

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
普
及
促

進
や
設
置
費
用
へ
の
支
援
拡

充
に
加
え
、
木
造
密
集
市
街

地
の
不
燃
化
、
道
路
整
備
、

消
防
水
利
の
拡
充
な
ど
都
市

基
盤
整
備
へ
の
技
術
的
及
び

財
政
支
援
を
求
め
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
地
震
と
豪
雨

災
害
、
原
子
力
災
害
な
ど
が

重
な
る
複
合
災
害
を
想
定
し
、

避
難
情
報
や
避
難
所
運
営
を

含
め
た
支
援
体
制
の
整
備
と

関
係
機
関
の
連
携
調
整
な
ど

を
求
め
て
い
る
。
ま
た
、
避

難
所
の
確
保
・
環
境
整
備
へ

の
財
政
支
援
に
加
え
、
市
町

村
単
位
で
は
保
有
が
難
し
い

ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
や
簡
易

ベ
ッ
ド
な
ど
の
資
機
材
を
国

や
都
道
府
県
が
広
域
的
に
整

備
・
保
有
す
る
仕
組
み
の
構

築
、
備
蓄
品
購
入
や
防
災
倉

地
方
自
治
体

等
に
対
す
る
提

言
で
は
、
住

宅
の
耐
震
化
や

家
具
の
固
定
な

ど
、
自
ら
の
命

を
守
る
備
え
を

日
常
的
に
行
う

こ
と
が
防
災
の

出
発
点
に
な
る

と
し
て
、「
自

助
」
の
徹
底
を
第
一
に
掲
げ

て
い
る
。
こ
う
し
た
個
々
の

行
動
が
結
果
と
し
て
「
共

助
」
に
繋
が
り
、
地
域
全
体

の
防
災
力
向
上
に
寄
与
す
る

と
指
摘
し
、
地
方
自
治
体
に

は
、
防
災
意
識
を
高
め
る
継

続
的
な
周
知
・
啓
発
活
動
が

重
要
と
し
て
い
る
。

続
く
提
言
で
は
、「
地
区

防
災
計
画
」
の
積
極
的
な
活

用
を
強
調
。
住
民
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
提
案
し
、
地
域
防
災

計
画
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
法

定
計
画
で
あ
る
地
区
防
災
計

画
は
、
地
域
ご
と
の
対
応
能

力
を
明
確
化
す
る
有
効
な
手

段
と
さ
れ
、
自
治
体
は
地
区

防
災
計
画
を
活
用
し
、
住
民

と
協
働
す
る
こ
と
で
、
災
害

か
ら
の
回
復
力
、
い
わ
ゆ
る

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
強
化
が
重

要
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
地
方
自
治
体
内
部

の
体
制
整
備
に
つ
い
て
も
言

及
し
、
今
後
想
定
さ
れ
る
大

規
模
地
震
に
備
え
、
被
害
の

最
小
化
と
迅
速
な
復
興
を
実

現
す
る
た
め
に
は
、
ハ
ー

ド
・
ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら
の

総
合
的
な
対
策
、
横
断
的
な

連
携
体
制
の
構
築
が
必
要
で

あ
る
と
し
、
役
割
分
担
が
細

分
化
さ
れ
た
地
方
自
治
体
に

お
い
て
は
、
俯
瞰
力
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
力
、
構
想
力
を

基
本
に
既
存
の
仕
組
み
を
活

か
し
た
総
合
性
を
高
め
る
体

制
の
改
善
を
進
め
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

防
災
対
策
と
ま
ち
づ
く
り

を
一
体
的
に
進
め
る
視
点
も

盛
り
込
み
、防
災・減
災
を
単

な
る
災
害
対
応
に
と
ど
め
ず
、

地
域
の
価
値
向
上
や
持
続
性

の
確
保
に
つ
な
げ
る
「
防
災

ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
す
べ

き
と
提
言
。
日
常
の
暮
ら
し

の
中
に
防
災
を
組
み
込
み
、

過
疎
化
や
地
域
振
興
と
い
っ

た
課
題
解
決
と
両
立
さ
せ
る

必
要
性
を
強
調
し
た
。

庫
整
備
へ
の
支
援
、
要
配
慮

者
へ
の
避
難
時
支
援
体
制
の

強
化
、
山
間
部
や
離
島
に
お

け
る
集
落
孤
立
対
策
、
通
信

イ
ン
フ
ラ
や
多
言
語
対
応
へ

の
支
援
、
自
主
防
災
組
織
の

活
動
支
援
な
ど
、
多
岐
に
わ

た
る
施
策
を
求
め
て
い
る
。

財
政
・
制
度
面
で
は
、
災

害
対
応
の
司
令
塔
と
な
る
庁

舎
の
耐
震
化
や
建
替
え
、
移

転
へ
の
新
た
な
支
援
制
度
の

創
設
・
拡
充
を
求
め
る
と
と

も
に
、
被
害
想
定
調
査
や
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
、
防
災

Ｄ
Ｘ
の
導
入
、
人
材
育
成
や

防
災
教
育
へ
の
人
的
・
財
政

支
援
の
強
化
、
災
害
時
の
職

員
不
足
に
対
応
す
る
た
め
の

人
員
配
置
支
援
を
求
め
、
こ

れ
ら
の
支
援
を
通
じ
て
、
地

域
の
防
災
力
と
災
害
対
応
力

の
底
上
げ
を
図
る
必
要
が
あ

る
と
し
て
い
る
。

地方自治体等に対する提言
「自助」の徹底を第一に「自助」の徹底を第一に

防災意識の周知・啓発を防災意識の周知・啓発を

福和名古屋大学名誉教授による講演の模様

災
害
後
の
混
乱
を
抑
え
、

円
滑
な
復
旧
・
復
興
を
進
め

る
た
め
、「
復
興
事
前
準
備
」

へ
の
取
り
組
み
の
重
要
性
を

強
調
。
事
前
復
興
ま
ち
づ
く

り
計
画
に
つ
い
て
は
、
計
画

策
定
そ
の
も
の
が
目
的
で
は

な
く
、
議
論
の
過
程
を
通
じ

て
地
域
課
題
を
把
握
し
、
復

興
に
備
え
る
準
備
を
進
め
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
指

摘
。
ま
た
、
人
口
減
少
を
見

据
え
た
イ
ン
フ
ラ
復
旧
な

ど
、
将
来
の
社
会
状
況
に
適

応
し
た
「
先
取
り
適
応
型
復

興
」
の
実
現
を
目
指
す
べ
き

だ
と
し
て
い
る
。

避
難
所
運
営
に
関
し
て

は
、
現
行
体
制
の
課
題
を
指

摘
し
、
自
治
会
や
町
内
会
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
担
い
手
不
足
、
外

国
人
対
応
へ
の
不
安
、
職
員

負
担
の
増
大
な
ど
が
重
な

り
、
初
動
対
応
で
職
員
が
避

難
所
業
務
に
追
わ
れ
、
復
旧

作
業
が
停
滞
す
る
事
例
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
避
難
所
運
営

は
地
域
主
体
と
し
、
自
治
体

は
支
援
に
回
る
運
営
体
制
へ

の
転
換
の
必
要
性
を
求
め
て

い
る
。
ま
た
、
災
害
時
に
備

え
た
迅
速
な
体
制
整
備
と
し

て
、
高
齢
者
や
要
介
護
者
を

早
期
に
把
握
し
支
援
す
る
た

め
の
多
様
な
関
係
者
と
の
連

携
、
外
部
か
ら
の
応
援
職
員

や
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
円

滑
に
受
け
入
れ
る
た
め
の
受

援
計
画
策
定
の
必
要
性
も
盛

り
込
ん
で
い
る
。

過
去
の
災
害
対
応
経
験
の

継
承
も
重
要
で
あ
る
が
、
時

間
の
経
過
と
と
も
に
風
化
し

が
ち
な
課
題
を
指
摘
し
、
経

験
や
教
訓
を
組
織
的
に
引
き

継
ぐ
仕
組
み
を
構
築
し
、
自

治
体
間
で
の
情
報
共
有
を
進

め
る
こ
と
が
重
要
と
位
置
付

け
て
い
る
。

最
後
に
、
議
会
に
お
い
て

は
、
災
害
時
に
機
能
を
維
持

す
る
た
め
の
議
会
Ｂ
Ｃ
Ｐ（
事

業
継
続
計
画
）
の
策
定
や
災

害
時
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整

備
、
計
画
的
な
訓
練
と
定
期

的
な
見
直
し
を
求
め
て
い
る
。
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市
議
会
議
員
共
済
会
（
会

長
＝
丸
子
善
弘
山
形
市
議
会

議
長
）
は
２
月
５
日
、東
京・

都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル
で
第

１
３
１
回
代
議
員
会
を
開
催

し
た
。

会
議
で
は
、
令
和
7
年
度

上
半
期
経
理
状
況
に
つ
い
て

事
務
局
よ
り
説
明
が
あ
っ
た

後
、
石
川
英
之
監
事
（
半
田

丸子会長
（山形市）

共
済
会 

第
１
３
１
回
代
議
員
会

来
年
度
事
業
計
画・予
算
決
定石川監事

（半田市）

市
議
会
議
長
）
か
ら
、
共
済

給
付
金
の
決
定
及
び
支
給
並

び
に
会
計
処
理
等
が
適
正
に

行
わ
れ
て
い
る
旨
の
監
査
結

果
報
告
が
あ
り
、
こ
れ
を
了

承
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
令
和
8
年
度

事
業
計
画
及
び
給
付
経
理
、

業
務
経
理
の
各
予
算
案
を
審

議
し
、
原
案
通
り
決
定
し
た
。

事
業
計
画
は
、
令
和
7
年

度
第
２
回
理
事
会
で
了
承
さ

れ
た
予
算
大
綱
に
基
づ
い
て

作
成
さ
れ
た
も
の
。

2
月
7
日
の

「
北
方
領
土
の
日
」

に
、
本
会
を
は
じ

め
と
す
る
地
方
六
団
体
、

内
閣
府
及
び
関
係
民
間
団

体
は
共
同
で
、
令
和
8
年

北
方
領
土
返
還
要
求
全
国

大
会
を
都
内
で
開
催
し
、

ア
ピ
ー
ル
の
採
択
等
を

行
っ
た
。
本
会
か
ら
は
丸

子
善
弘
会
長
の
ほ
か
、
正

副
議
長
14
人
が
出
席
し
た
。

大
会
に
出
席
し
た
高
市

早
苗
首
相
は
、「
ロ
シ
ア

に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略

に
よ
っ
て
日
露
関
係
は
厳

大会の模様（出典：首相官邸HP）

北
方
領
土
返
還
要
求

北
方
領
土
返
還
要
求

全
国
大
会

全
国
大
会

し
い
状
況
に
あ
る
が
、『
北

方
四
島
の
帰
属
の
問
題
を
解

決
し
、
平
和
条
約
を
締
結
す

る
』
と
い
う
政
府
の
方
針
に

変
わ
り
は
な
い
。
粘
り
強
く

ロ
シ
ア
側
と
意
思
疎
通
を

図
っ
て
い
く
」
と
述
べ
た
。

北
方
領
土
返
還
に
つ
い
て

本
会
は
、
総
会
・
評
議
員
会

に
お
け
る
決
議
や
地
方
行
政

委
員
会
の
要
望
書
に
お
い
て

▽
効
果
的
な
返
還
要
求
運
動

の
推
進
▽
北
方
領
土
隣
接
地

域
の
疲
弊
解
消
の
た
め
の
内

政
措
置
充
実
―
な
ど
を
求
め

て
い
る
。

本
会
指
定
都
市
協
議
会
（
会
長
＝
大
石
浩
文
熊
本
市
議
会

議
長
）
は
2
月
3
日
、第
39
回
総
会
を
全
国
都
市
会
館
で
開
催
。

次
期
会
長
に
長
内
直
也
札
幌
市
議
会
議
長
を
選
任
し
た
。こ
の

ほ
か
、
来
年
の
協
議
会
活
動
案
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

次
期
会
長

長
内
札
幌
市
議
長
を
選
任長内次期会長

（札幌市）

大石会長
（熊本市）

総
会
で
は
、
ま
ず
、
令
和

８
年
度
本
協
議
会
活
動
案
の

う
ち
、「
協
議
テ
ー
マ
」
に
つ

い
て
は
、
①
多
様
な
大
都
市

制
度
の
創
設
等
②
議
会
の
権

能
強
化
―
の
２
項
目
に
決
定

す
る
と
と
も
に
、「
要
望
項

目
」
に
つ
い
て
は
、
今
後
引

き
続
き
各
市
の
意
見
を
聞
き

な
が
ら
、
８
月
に
開
催
予
定

の
第
40
回
総
会
に
て
改
め
て

協
議
す
る
こ
と
と
し
た
。

次
に
、
令
和
８
年
度
の
歳

入
歳
出
予
算
、
国
と
地
方
の

協
議
の
場
等
に
関
す
る
特
別

委
員
会
委
員
の
推
薦
な
ど
に

つ
い
て
協
議
し
、
い
ず
れ
も

原
案
の
と
お
り
決
定
し
た
。

ま
た
、
岡
山
市
の
田
口
裕

士
議
長
か
ら
「
多
様
な
大
都

市
制
度
の
実
現
に
向
け
た
枠

組
み
（
活
動
班
）」
に
つ
い
て

の
提
案
説
明
が
あ
り
、
今
後
、

各
市
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら

来
年
度
引
き
続
き
検
討
し
て

い
く
こ
と
と
し
た
。

役
員
改
選
で
は
、
次
期
会

長
に
長
内
札
幌
市
議
会
議
長
、

次
期
副
会
長
に
伊
藤
仕
さ
い

た
ま
市
議
会
議
長
、
次
期
監

事
に
平
畑
雅
博
福
岡
市
議
会

議
長
及
び
原
典
之
川
崎
市
議

会
議
長
を
そ
れ
ぞ
れ
全
会
一

致
で
選
任
し
た
（
新
役
員
の

就
任
日
は
４
月
１
日
）。

ま
た
、
8
月
開
催
の
第
40

回
総
会
の
開
催
地
を
さ
い
た

ま
市
に
決
定
し
た
。

指
定
都
市
協
議
会
研
究
会

指
定
都
市
協
議
会
は
総
会

終
了
後
、
研
究
会
を
開
催

し
、
総
務
省
自
治
行
政
局
行

政
課
の
藤
本
元
太
大
都
市
制

度
専
門
官
が
「
大
都
市
に
お

け
る
行
政
課
題
へ
の
対
応
に

つ
い
て
」
と
題
し
て
講
演
し

た
。

藤本総務省
大都市制度専門官

令和8年令和8年

指定協
第39回総会

指定協第39回総会の模様
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今岡会長
（福山市）

小島監事
（朝倉市）

全
国
高
速
自
動
車
道
市
議

会
協
議
会（
会
長
＝
今
岡
芳
徳

福
山
市
議
会
議
長
）は
２
月
６

日
、
第
52
回
定
期
総
会
を
東

京・都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル
で

開
催
し
、高
速
道
路
の
整
備
推

進
な
ど
を
求
め
る
決
議
を
採

択
。
役
員
改
選
で
は
、新
会
長

に
久
野
秀
敏
佐
世
保
市
議
会

議
長
が
就
任
し
た
。

冒
頭
、
今
岡
会
長
か
ら
の

挨
拶
、
沓
掛
敏
夫
国
土
交
通

省
道
路
局
長
の
代
理

で
あ
る
渡
邊
良
一
同

省
高
速
道
路
課
長
か

ら
の
挨
拶
、
河
野
俊
嗣

全
国
高
速
道
路
建
設

協
議
会
会
長
（
宮
崎
県

知
事
）
か
ら
の
祝
電
披

露
、
丸
子
善
弘
本
会
会

長
（
山
形
市
議
会
議

長
）
か
ら
の
挨
拶
が

あ
っ
た
。

協
議
で
は
、
令
和
６

年
度
会
計
決
算
に
つ
い

て
小
島
清
人
監
事
（
朝

倉
市
議
会
議
長
）
か
ら

監
査
結
果
報
告
が
あ
り
、

こ
れ
を
認
定
。
続
い
て
、
８

年
度
活
動
方
針
案
お
よ
び
予

算
案
に
つ
い
て
協
議
し
、
原

案
通
り
決
定
し
た
。

役
員
改
選
で
は
、
役
員
選

考
委
員
長
の
後
藤
錦
信
副
会

長
（
大
崎
市
議
会
議
長
）
が

選
考
結
果
を
報
告
し
、
新
役

員
が
選
任
さ
れ
た
（
新
役
員

（
理
事
除
く
）
を
下
掲
）。
新

役
員
を
代
表
し
て
久
野
新
会

長
、
前
役
員
を
代
表
し
て
今

岡
前
会
長
が
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶

し
た
。

新
副
会
長
の
う
ち
、
高
麗

裕
之
鳴
門
市
議
会
議
長
が
会

長
代
理
へ
就
任
し
、
相
談
役

は
今
岡
前
会
長
へ
委
嘱
さ
れ

た
。役

員
改
選
の
後
、
今
岡
芳

新
会
長
に
久
野
佐
世
保
市
議
長

高
速
道
路
整
備
推
進
を
決
議

徳
相
談
役
（
福
山
市
議
会
議

長
）
が
高
規
格
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
整
備
に
向
け
た
財

源
確
保
や
暫
定
２
車
線
区
間

の
早
期
の
４
車
線
化
、
危
機

管
理
強
化
や
予
防
保
全
に
十

分
な
財
源
の
確
保
な
ど
10
項

目
か
ら
成
る
決
議
を
提
案
し
、

満
場
一
致
で
採
択
。
地
元
選

出
国
会
議
員
ら
に
要
望
活
動

を
行
う
こ
と
と
し
た
（
全
文

は
本
会
ウ
ェ
ブ
掲
載

）。

総
会
終
了
後
、会
長・会
長

代
理
・
相
談
役
は
国
土
交
通

省
に
赴
き
、
廣
瀬
昌
由
技
監
、

塩
見
英
之
国
土
交
通
審
議
官
、

沓
掛
敏
夫
道
路
局
長
、
石
和

田
二
郎
道
路
局
次
長
、
渡
邊

良
一
道
路
局
高
速
道
路
課
長

へ
決
議
を
手
交
の
上
、
面
談

要
望
を
行
っ
た
。

【
新
役
員
市
一
覧

（
理
事
市
除
く
）】

▽
会
長
＝
佐
世
保
市

▽
副
会
長
＝
室
蘭
市
、
三
沢

市
、
東
御
市
、
館
林
市
、
四

日
市
市
、
川
西
市
、
米
子
市
、

鳴
門
市
（
会
長
代
理
）、唐
津

市▽
監
事
＝
新
発
田
市
、
吹
田

市
、
高
知
市

▽
相
談
役
＝
福
山
市

高速協
第52回総会

久野新会長
（佐世保市）

廣瀬技監（右から2人目）に要望

後藤役員選考委員長
（大崎市）

本
会
の
各
委

員
会
は
、
2
月

2
日
開
催
の
令

和
7
年
度
「
大

規
模
地
震
に
備

え
た
防
災
ま
ち

づ
く
り
の
推
進

に
関
す
る
特
別

委
員
会
」
を
皮

切
り
に
、
相
次

い
で
開
催
さ
れ

る
（
委
員
会

名
・
開
催
日
時

は
下
表
）。

各
委
員
会
で

日  時 委 員 会 名
2 月 4 日 第 152 回国会対策委員会
2 月 12 日 第 169 回地方財政委員会
2 月 12 日 第 185 回建設運輸委員会
2 月 16 日 第 185 回社会文教委員会
2 月 17 日 第 173 回地方行政委員会
2 月 18 日 第 185 回産業経済委員会

▼
議
長

▽
三
田	

肥
後
淳
三（
10・23
）

▽
太
宰
府	

	

小
畠
真
由
美（
12・23
）

▽
鳴
門	

高
麗
裕
之（
12・25
）

▽
八
千
代	

塚
本
路
明（
1・16
）

▽
旭	

宮
内　
保（
1・21
）

▽
名
取	

大
久
保
主
計（
2・2
）

▽
戸
田	

三
輪
な
お
子（
2・2
）

▽
吉
川	

小
野　
潔（
2・5
）

▽
嬉
野	

田
中
政
司（
2・5
）

▽
茨
木	

松
本
泰
典（
2・9
）

▼
副
議
長

▽
妙
高	

渡
部
道
宏（
8・1
）

▽
裾
野	

勝
又
利
裕（
10・1
）

▽
三
田	

大
西
雅
子（
10・23
）

▽
大
網
白
里

	

森　
建
二（
12・19
）

▽
太
宰
府	

木
村
彰
人（
12・23
）

▽
鳴
門	

長
濱
賢
一（
12・25
）

▽
旭	

井
田　
孝（
1・21
）

▽
名
取	

熊
谷
克
彦（
2・2
）

▽
戸
田	

佐
藤
太
信（
2・2
）

▽
吉
川	

赤
出
川
義
夫（
2・5
）

▽
嬉
野	

諸
井
義
人（
2・5
）

▽
茨
木	

岩
本　
守（
2・9
）

▼
事
務
局
長

▽
滑
川	

石
井
正
広（
4・1
）

▽
宮
津	

井
上
晴
登（
4・1
）

2
月
9
日
報
告
分
ま
で
掲
載

議
会
人
事

令和7年度の活動を総括
本会 各委員会開催本会 各委員会開催

は
、
令
和
7
年
度
の
活
動
を

総
括
す
る
。

各
委
員
会
の
概
要
は
、
本

紙
次
号
で
掲
載
の
予
定
。

https://www.si-gichokai.jp/request/request-kyogi/jidosya/index.html
https://www.si-gichokai.jp/request/request-kyogi/jidosya/index.html
https://www.si-gichokai.jp/request/request-kyogi/jidosya/index.html


令和 8年 2月 15日号（6）第 2326・7号 全 国 市 議 会 旬 報

全
国
市
議
会
議
長
会
基
地

協
議
会
（
会
長
＝
南
藤
陽
一

小
松
市
議
会
議
長
）
は
２
月

９
日
、
第
89
回
総
会
を
東

京
・
都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル

で
開
催
。
令
和
８
年
度
活
動

方
針
を
決
定
し
、
新
会
長
に

大
槻
和
弘
相
模
原
市
議
会
議

長
を
選
任
し
た
。

冒
頭
、
南
藤
会
長
か
ら
の

あ
い
さ
つ
に
続
き
、
高
橋
克

法
総
務
副
大
臣
、
吉
田
真
次

防
衛
大
臣
政
務
官
か
ら
の
来

賓
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。

活
動
方
針
は
、
①
基
地
交

付
金
・
調
整
交
付
金
の
所
要

額
確
保
等
②
基
地
周
辺
対
策

の
充
実
強
化
―
に
つ
い
て
の

２
つ
の
活
動
目
標
を
柱
と
す

る
も
の
。

①
に
つ
い
て
は
、
▽
基
地

交
付
金
･
調
整
交
付
金
の
所

要
額
確
保
▽
基
地
対
策
事
業

に
係
る
地
方
財
政
措
置
の
拡

充
―
な
ど
４
項
目
を
掲
げ
て

い
る
。

②
に
つ
い
て
は
、
▽
基
地

周
辺
対
策
経
費
の
所
要
額
確

保
▽
特
定
防
衛
施
設
周
辺
整

備
調
整
交
付
金
の
充
実
強
化

▽
基
地
周
辺
安
全
対
策
の
徹

底
等
▽
防
衛
力
整
備
計
画
実

施
に
当
た
っ
て
の
地
元
意
見

の
尊
重
等
―
な
ど
15
項
目
を

掲
げ
て
い
る
。

協
議
で
は
、
６
年
度
会
計

決
算
に
つ
い
て
川
口
誠
監

事
（
宮
若
市
議
会
議
長
）
か

ら
監
査
結
果
の
報
告
が
あ
り
、

南藤基地協会長
（小松市）高橋総務副大臣

吉田防衛大臣政務官

こ
れ
を
認
定
し
た
ほ
か
、
８

年
度
事
業
計
画
、
８
年
度
予

算
に
つ
い
て
決
定
し
た
。

協
議
の
後
、
役
員
改
選
に

入
り
、
山
口
忠
志
役
員
選
考

委
員
長
（
加
賀
市
議
会
議
長
）

が
選
考
結
果
を
報
告
し
、新
役

員
を
選
任
（
新
役
員
市
町
村

一
覧
（
理
事
除
く
）
を
下
掲
）。

新
役
員
を
代
表
し
て
大
槻
新

会
長
、前
役
員
を
代
表
し
て
南

藤
前
会
長
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
い

さ
つ
し
た
。

大
槻
新
会
長
は
、新
副
会
長

の
う
ち
、山
本
秀
明
和
泉
市
議

会
議
長
を
会
長
職
務
代
理
者

に
指
名
し
、続
い
て
理
事
の
指

名
、相
談
役
の
委
嘱
を
行
っ
た
。

ま
た
、
総
務
省
自
治
税
務

局
の
奥
田
隆
則
固
定
資
産
税

課
長
、
防
衛
省
地
方
協
力
局

の
濱
和
彦
総
務
課
長
が
、
各

省
の
所
管
す
る
基
地
関
係
予

算
案
等
に
関
し
て
説
明
し
た
。

令
和
８
年
度
総
務
省
予
算

案
に
お
け
る
同
省
所
管
の
基

基
地
協
第

基
地
協
第
8989
回
総
会

回
総
会

新
会
長
に
大
槻
相
模
原
市
議
長

新
会
長
に
大
槻
相
模
原
市
議
長

川口監事
（宮若市）

大槻基地協新会長
（相模原市）

地・調
整
交
付
金
は
、
前
年
度

と
同
額
の
３
８
５
億
４
０
０

０
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
令
和
８
年
度
防
衛
省

予
算
案
に
お
け
る
同
省
所
管

の
基
地
周
辺
対
策
経
費
に
つ

い
て
は
、
契
約
ベ
ー
ス
で
前

年
度
比
１
９
０
億
円
増
の
２

０
３
２
億
円
が
計
上
さ
れ
て

い
る
（
詳
細
は
上
表
掲
）。

山口役員選考委員長
（加賀市）

市議会が進める独自の取組を毎月紹介する時
事通信社 iJAMP「市議会最前線」。

2月は東京都豊島区が取り組む「議会改革のこ
れまでと今後のさらなる推進へ」を紹介してい
ます。

本記事は、本会ウェブサイト「議会改革の取組」
でご覧になれます。

 「市議会最前線」 / 東京都豊島区

令和8年度予算案における基地・調整交付金（総務省所管）
及び基地周辺対策経費（防衛省所管）（単位：億円）

令和7年度 令和8年度 増 減

基地・調整交付金
（総務省所管）

基地交付金 307.40 307.40 0.00
調整交付金 78.00 78.00 0.00

合　計 385.40 385.40 0.00
基地周辺対策経費（防衛省所管） 1,842 2,032 190 

（総務省・防衛省資料を参考に本会作成）

【
新
役
員
市
町
村
一
覧

（
理
事
市
除
く
）】

▽
会
長
＝
相
模
原
市

▽
副
会
長
＝
旭
川
市
、
恵
庭

市
、
つ
が
る
市
、
東
根
市
、
加

賀
市
、
昭
島
市
、
武
蔵
村
山

市
、
大
和
市
、
木
更
津
市
、
各

務
原
市
、
和
泉
市
（
会
長
職

務
代
理
者
）、
出
雲
市
、
東
広

島
市
、
久
留
米
市
、
西
海
市
、

鹿
屋
市
、北
海
道
別
海
町
、青

森
県
六
ヶ
所
村
、東
京
都
瑞
穂

町
、
福
岡
県
築
上
町

▽
監
事
＝
帯
広
市
、
狭
山

市
、
姫
路
市
、
善
通
寺
市
、

宮
城
県
大
衡
村

▽
相
談
役
＝
千
歳
市
、
三
沢

市
、
福
生
市
、
横
須
賀
市
、

綾
瀬
市
、
小
松
市
、
舞
鶴
市
、

呉
市
、
岩
国
市
、
佐
世
保
市  トップページ > 議会改革の取組 > iJAMP 市議会最前線
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